
令和 3 年度政策提言事項 

「沢入桐生線」事業の促進による日光観光ルート 

・災害時避難用迂回道路としての整備について（継続） 

１．県土整備計画における「渡良瀬軸」道路構想（１２２号線縦バイパスの草木湖以南の太

田藪塚ＩＣへの接続道路）が「ぐんまの道」に示されております。この路線は１２２号線の

西側をバイパスするために直接桐生市街を通らずに太田藪塚ＩＣへ接続となります。北関東

高速道と日光との連絡の中で桐生市街への誘客にはつながりません。 

 

２．「沢入桐生線」は草木湖南から１２２号線を分かれて桐生市梅田町（高沢）を通って桐

生市街地へと連絡するものでありますが、日光への往復客を桐生市街へ誘導する観光道路と

して、また、災害により１２２号線が分断された時の桐生市梅田町への避難用迂回道路とし

て、通行者の安全性確保を図りながら 1.に優先して事業促進と整備促進を切望するもので

あります。 

 

３．なお、1.が実施される場合にあっては 1.と桐生市街を結ぶアクセス道路の計画が併用

されることを切望いたします。 

 

 

 

1、3 について 

「はばたけ群馬・県土整備プラン 2018-2027」では、高速交通網の効果を県内全域に行

き届かせ地域の活性化を図るため、県内に「7 つの交通軸」となる主軸を定め、各地域特

性に応じた機能を有する広域的な幹線道路の整備を推進し、令和 9 年度までにその完成を

目指しておりました。 

その主軸の一つが北関東自動車道太田藪塚インターチェンジから栃木県日光市を結ぶ

「渡良瀬軸」であり、太田藪塚インターチェンジを起点とし、県道大原境三ツ木線（整備

済）、大間々世良田線バイパス（国道 50 号までは整備済）、国道 122 号塩原バイパスを経

て、既存の国道 122 号に接続する区間までの整備を計画しておりました。 

令和 2 年 12 月に策定された「ぐんま・県土整備プラン 2020」では、群馬県経済の活性

化を促進し、生産性の向上と交流人口の拡大に寄与する「道路ネットワークを構築する」

として、先の「７つの交通軸」が改められるとともに、「渡良瀬軸」で整備予定であった区

間を総称して「渡良瀬幹線道路」と名称が変更され、事業実施時期も国道 50 号以北の新里

笠懸工区は「令和 6 年度までに着手予定の事業」、大間々工区は「着手に向けて検討する事

業」など、工区によりに見直しが行われました。 

このような状況の中、「渡良瀬幹線道路」と桐生市街とを結ぶ道路網につきましては、広

域的な観点から関係機関と連携を図りながら研究を進めてまいります。 

なお、桐生市街から太田藪塚インターチェンジへのアクセスにつきましては、群馬県事

業により、主要地方道桐生伊勢崎線の 4 車線化が令和 6 年度の完成を目指して進められて

おり、利便性の向上が期待されます。 

桐生市からの回答 



令和 3 年度政策提言事項 

［回答担当］都市整備部都市計画課計画係 

 

2 について 

一般県道「沢入桐生線」は、桐生市とみどり市との活力ある地域づくりを構築すると共

に、経済、観光政策においても、重要な路線の一つとして認識しており整備要望をしてお

りますが、未供用区間が 5,738 メートルあり全線開通には至っておりません。 

また、群馬県に確認したところ、現在の林道を県道として改良及び利用することは、道

路構造令など整合性を図ることが非常に困難であること、郡境部分については膨大な事業

費が必要なため、検討を行っているとのことです。 

なお、当市は、「県道沢入桐生線開設促進期成同盟会」の事務局として、みどり市と連携

し、「沢入桐生線」を所管している群馬県に対して、既に開通している狭小部分の道路拡幅

の要望活動を図ってまいりたいと考えております。 

［回答担当］都市整備部土木課路政係 


